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今
春
の
大
学
で
の
授
業
中
、「
九・一
一
」
が
話

題
に
な
っ
た
。
だ
が
こ
こ
二
、三
年
、
新
入
生
の

反
応
が
こ
れ
ま
で
と
明
ら
か
に
違
っ
て
き
て
い
る

印
象
が
あ
っ
た
。
筆
者
に
と
っ
て
「
九・
一
一
」

は
昨
日
の
よ
う
な
出
来
事
だ
が
、
平
成
生
ま
れ
の

大
学
生
に
は
小
学
校
時
代
の
曖
昧
な
記
憶
で
し
か

な
く
、ビ
ン・ラ
ー
デ
ィ
ン
も
、こ
ん
に
ち
メ
デ
ィ

ア
で
扱
わ
れ
な
い
た
め
、
印
象
が
な
い
の
だ
。

一
〇
年
一
昔
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
革
命
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
ソ
連
軍

侵
攻
か
ら
三
〇
年
が
経
っ
た
。
人
間
で
言
え
ば
ほ

ぼ
一
世
代
が
過
ぎ
た
こ
と
に
な
る
。「
九・
一
一
」

を
実
感
し
て
い
な
い
大
学
生
に
と
っ
て
は
、
イ
ラ

ン
革
命
や
ソ
連
軍
侵
攻
は
教
科
書
の
出
来
事
で
し

か
な
い
。
二
〇
年
し
か
年
齢
が
違
わ
な
い
の
に
、

と
考
え
て
し
ま
う
が
、
そ
の
年
齢
差
が
、
現
在
の

世
界
が
抱
え
る
問
題
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
と

な
っ
た
イ
ラ
ン
革
命
や
対
ソ
連
戦
争
の
記
憶
と
い

う
点
で
大
き
な
差
を
生
ん
で
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ

の
よ
う
な
経
験
の
差
は
常
に
感
じ
ら
れ
て
き
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
に
刻
ま
れ
る
様
々
な
事
件
に

つ
い
て
、
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の
記
録
を

ひ
と
つ
で
も
多
く
残
す
こ
と
は
、
後
世
の
検
証
に

と
っ
て
重
要
な
の
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ン
に
お
け
る
宗
教
に
よ
る
革
命
は
、
周
辺

地
域
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
筆
者
は
南

ア
ジ
ア
の
文
学
を
研
究
し
て
い
る
が
、
パ
キ
ス
タ

ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
す
る
イ
ラ
ン
革
命
の

影
響
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
に
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。

小
文
で
は
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
イ

ラ
ン
革
命
後
の
イ
ラ
ン
と
南
ア
ジ
ア
の
関
係
を
中

心
に
述
べ
て
み
た
い
。

　

イ
ラ
ン
革
命
の
と
き
筆
者
は
中
学
生
だ
っ
た
が
、

当
時
の
記
憶
が
曖
昧
で
、
な
ぜ
か
ソ
連
軍
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
憶
え
て
い
る
。
こ
の
時
期
新

聞
に
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
政
変
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
。
暗
殺
説
の
飛
び
交
う
指
導
者
の
急
死
が

続
い
た
後
の
軍
事
侵
攻
だ
っ
た
。
現
地
の
写
真
が

入
手
困
難
だ
っ
た
せ
い
か
、
記
事
の
写
真
が
粗
く
、

ソ
連
軍
侵
攻
の
文
字
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

大
学
受
験
を
控
え
た
八
二
年
、
高
校
で
の
世
界

史
の
授
業
は
担
当
教
師
の
独
断
で
、
一
年
間
イ
ン

ド
と
イ
ス
ラ
ー
ム
を
中
心
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

専
門
書
や
論
文
の
写
し
を
配
布
し
な
が
ら
の
授
業

だ
っ
た
が
、
あ
る
と
き
加
賀
谷
寛
先
生
が
書
か
れ

た
論
文
を
引
き
な
が
ら
、「
ガ
ズ
ニ
朝
」
は｢

ガ

ズ
ナ
朝｣

な
の
だ
、と
教
わ
っ
た
。「
ニ
」
を
「
ナ
」

だ
と
証
明
す
る
苦
労
を
聞
か
さ
れ
た
あ
と
、「
残

念
な
が
ら
対
ソ
連
戦
争
で
今
は
行
け
な
い
が
、
い

つ
か
行
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
話
を
さ
れ
た
。
そ

の
話
は
筆
者
が
大
阪
外
国
語
大
学
の
ウ
ル
ド
ゥ
ー

語
学
科
を
選
択
し
た
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
に

な
っ
た
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
初
め
て
パ
キ
ス
タ
ン
へ
旅
行

に
行
く
と
、
日
本
の
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
が
パ
キ
ス
タ

ン
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
慰
問
し

て
い
た
。
代
々
続
く
レ
ス
ラ
ー
の
家
系
に
生
ま
れ

た
パ
キ
ス
タ
ン
人
の
腕
を
へ
し
折
り
、
日
本
人
レ

ス
ラ
ー
の
知
名
度
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。
ま
た
当

時
、
日
本
の
タ
バ
コ
の
箱
の
横
に
は
、「
こ
の
収

益
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
支
援
に
役
立
て
ま

す
」
と
い
う
旨
の
文
言
が
書
い
て
あ
っ
た
。
パ
キ

ス
タ
ン
の
ズ
ィ
ア
ー
ウ
ル
・
ハ
ク
大
統
領
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
指
導
者
ら

が
来
日
し
、
対
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
難
民
支
援
事
業

に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
門
外
不
出
だ
っ
た
ガ
ン

ダ
ー
ラ
美
術
の
傑
作
、｢

断
食
す
る
仏
陀
像｣

も

日
本
で
公
開
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン

は
対
ソ
連
戦
争
で
の
連
携
を
強
化
し
て
い
っ
た
。

当
時
、
日
本
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
間
で
の
査
証
免
除

が
行
わ
れ
、
多
く
の
パ
キ
ス
タ
ン
人
が
来
日
し
た

の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
大
学
卒
業
後
、
パ
キ
ス

タ
ン
へ
留
学
す
る
際
、
特
定
の
部
品
や
機
械
の
共

産
圏
へ
の
流
入
を
禁
じ
る
コ
コ
ム
（
対
共
産
圏
輸
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出
統
制
委
員
会
）
の
規
制
た
め
、
空
港
で
ラ
ジ
カ

セ
を
細
か
く
調
べ
ら
れ
た
の
も
印
象
的
だ
っ
た
。

　

留
学
先
は
、
ソ
連
軍
撤
退
直
後
で
ジ
ハ
ー
ド
勝

利
に
沸
く
パ
キ
ス
タ
ン
だ
っ
た
。
級
友
に
は
対
ソ

連
戦
争
帰
り
も
い
て
、
月
明
か
り
の
渓
谷
で
の
ソ

連
軍
と
の
死
闘
を
自
慢
げ
に
話
す
者
も
あ
っ
た
。

映
画
は
ア
メ
リ
カ
と
ム
ス
リ
ム
の
蜜
月
を
描
い
た

『
ラ
ン
ボ
ー
・
怒
り
の
ア
フ
ガ
ン
』
な
ど
、
対
ソ
連

戦
争
を
描
い
た
も
の
が
上
映
さ
れ
て
い
た
。
ム
ス

リ
ム
側
の
勝
利
に
な
る
と
、
映
画
館
を
揺
る
が
す

よ
う
な
喝
采
が
起
こ
り
、「
ア
ッ
ラ
ー
は
偉
大
な

り
」
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
バ
ー
ザ
ー
ル
の
古

着
屋
は
、
西
側
諸
国
か
ら
の
難
民
支
援
目
的
の
古

着
が
横
流
し
さ
れ
て
大
量
に
出
回
っ
て
い
た
。
当

時
の
パ
キ
ス
タ
ン
は
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の「
ム

ス
リ
ム
の
戦
争
」
の
勝
利
に
酔
っ
て
い
た
。
い
や
、

む
し
ろ
そ
の
酔
い
か
ら
醒
め
つ
つ
あ
る
時
期
で

あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
ジ
ハ
ー
ド
を
推
進
し
、

パ
キ
ス
タ
ン
で
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
を
率
先
す
る
こ

と
で
西
側
諸
国
や
ア
ラ
ブ
諸
国
か
ら
莫
大
な
支
援

を
受
け
た
ズ
ィ
ア
ー
ウ
ル
・
ハ
ク
大
統
領
が

一
九
八
八
年
八
月
に
不
慮
の
飛
行
機
事
故
で
亡
く

な
り
、
首
都
近
郊
で
の
武
器
格
納
庫
の
大
規
模
爆

発
が
発
生
し
た
り
す
る
な
ど
、
対
ソ
連
戦
争
の
終

焉
が
対
パ
キ
ス
タ
ン
支
援
の
終
り
を
告
げ
る
か
の

よ
う
な
象
徴
的
な
事
件
が
相
次
い
で
い
た
。

　

イ
ラ
ン
革
命
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス

タ
ン
の
社
会
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
イ
ラ
ン
革
命
を
受
け
て
、
反

政
府
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
諸

派
の
な
か
で
も
暴
力
を
辞
さ
な
い
強
硬
派
の
グ
ル

ブ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ヘ
ク
マ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
実
現

を
目
指
し
、
ホ
メ
イ
ニ
ー
師
に
対
す
る
敬
意
を
表

明
し
て
い
た
。
ス
ン
ナ
派
の
彼
は
対
ソ
連
戦
争
時

代
、
西
側
諸
国
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
の
支
援

を
得
て
お
り
、
イ
ラ
ン
と
は
反
発
す
る
立
場
に

あ
っ
た
が
、
イ
ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
に
は
一

定
の
理
解
を
示
し
て
い
た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

は
一
九
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ズ

ハ
ル
大
学
に
学
ん
だ
学
生
ら
が
、
帰
国
後
、
母
国

の
ソ
連
へ
の
接
近
に
反
発
し
、
カ
ー
ブ
ル
大
学
等

で
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
会
を
主
催
し
な
が
ら
反
政
府

活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
イ
ラ
ン
革
命
に
よ
り
イ

ス
ラ
ー
ム
革
命
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

ア
ズ
ハ
ル
出
身
者
に
は
ム
ス
リ
ム
救
国
戦
線
の
ム

ジ
ャ
デ
ィ
デ
ィ
党
首
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
解
放
イ

ス
ラ
ー
ム
同
盟
の
サ
ヤ
ー
フ
党
首
、
イ
ス
ラ
ー
ム

協
会
の
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
党
首
ら
が
あ
っ
た
。
ラ
ッ

バ
ー
ニ
ー
が
エ
ジ
プ
ト
に
い
た
頃
、
ム
ス
リ
ム
同

胞
団
の
サ
イ
イ
ド
・
ク
ト
ゥ
ブ
が
処
刑
さ
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
、
ク
ト
ゥ
ブ
や
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ウ

ド
ゥ
ー
デ
ィ
ー
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
思
想
に
影

響
を
受
け
て
い
た
。

　

ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
諸
派
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
諸
民
族
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
般
に

は
派
内
の
多
数
を
占
め
る
民
族
と
の
つ
な
が
り
が

強
調
さ
れ
た
。
シ
ー
ア
派
組
織
の
多
く
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
中
部
山
岳
地
域
を
拠
点
と
す
る
ハ
ザ
ー

ラ
人
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
た
。
そ
れ
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
の
シ
ー
ア
派
の
ほ
と
ん
ど
が
ハ
ザ
ー
ラ

人
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ー
ア
派

の
組
織
は
一
〇
近
く
に
分
立
し
た
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
イ
ラ
ン
国
内
で
結
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ

ら
は
対
ソ
連
戦
争
期
を
経
て
イ
ス
ラ
ー
ム
統
一
党

と
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
党
二
派
に
分
か
れ
た
。
前
者

は
シ
ー
ア
派
系
諸
派
が
統
一
し
て
結
成
さ
れ
た
マ

ザ
ー
リ
ー
師
率
い
る
シ
ー
ア
派
系
最
大
の
党
で
、

イ
ラ
ン
か
ら
の
支
援
で
急
速
に
台
頭
し
た
。
こ
れ

に
対
し
シ
ャ
イ
フ
・
ア
ー
ス
ィ
フ
・
モ
ー
セ
ニ
ー

が
率
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
党
は
、
一
九
八
〇
年

に
イ
ラ
ン
政
府
か
ら
国
外
追
放
命
令
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ヘ
ク
マ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
は
、
ハ
ザ
ー

ラ
人
（
シ
ー
ア
派
）
の
権
益
確
保
を
約
し
、
統
一

党
と
の
連
携
を
図
り
、
の
ち
の
内
戦
時
代
、
両
者

は
共
闘
体
制
を
持
っ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
対
ソ
連
戦
争
時
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
み
な
ら
ず
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ー
ア
派
へ
も
支

援
を
行
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
シ
ー
ア
派
の
マ
ド

ラ
サ
設
立
に
は
、
イ
ラ
ン
の
支
援
が
あ
っ
た
。
パ

キ
ス
タ
ン
独
立
時
、
西
パ
キ
ス
タ
ン
の
マ
ド
ラ
サ

総
数
は
わ
ず
か
二
四
五
校
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が

一
九
六
〇
年
代
に
は
四
六
四
校
に
、
一
九
八
〇
年

代
に
二
〇
五
六
校
に
ま
で
増
加
し
た
の
は
、
ひ
と

え
に
対
ソ
連
戦
争
を
ジ
ハ
ー
ド
と
し
、
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
か
ら
も
多
く
の
「
学
生
」
が
マ
ド
ラ

サ
を
拠
点
に
集
結
、
こ
こ
か
ら
戦
地
へ
と
向
か
っ

た
と
い
う
背
景
が
あ
る
。
シ
ー
ア
派
の
マ
ド
ラ
サ

は
パ
キ
ス
タ
ン
独
立
時
四
七
校
（
西
パ
キ
ス
タ
ン

側
）
だ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
の
統
計
で
は
登
録

分
だ
け
で
も
二
九
七
に
増
え
て
い
る
。
そ
の
多
く

は
一
九
八
〇
年
代
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
イ
ラ

ン
政
府
が
支
援
し
て
い
た
。
だ
が
一
九
八
〇
年
代

後
半
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
ス
ン
ナ
派
と
シ
ー
ア
派
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の
対
立
が
顕
在
化
し
、
イ
ラ
ン
に
よ

る
パ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ー
ア
派
へ
の
支

援
を
批
判
す
る
声
明
が
ス
ン
ナ
派
強

硬
派
か
ら
出
さ
れ
、
イ
ラ
ン
文
化
セ

ン
タ
ー
（
ラ
ー
ホ
ー
ル
）
職
員
の
殺

害
な
ど
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。

　

さ
て
筆
者
は
留
学
を
終
え
て
し
ば

ら
く
し
て
、
一
九
九
四
年
か
ら
二
年

余
、
専
門
調
査
員
と
し
て
再
び
パ
キ

ス
タ
ン
に
赴
い
た
。
ム
ジ
ャ
ー
ヒ

デ
ィ
ー
ン
各
派
関
係
者
と
の
面
会
や

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
出
張
を
重
ね

る
う
ち
に
、
戦
争
に
参
加
し
た
か
つ

て
の
級
友
た
ち
の
証
言
が
、
筆
者
の

中
で
一
層
現
実
味
を
帯
び
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ヘ
ク
マ
テ
ィ

ヤ
ー
ル
や
ド
ー
ス
ト
ム
派
、
ム
ジ
ャ
デ
ィ
デ
ィ
派
、

統
一
党
が
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
政
権
に
反
対
し
て
首
都

へ
の
集
中
攻
撃
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
は｢

ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
最
高
調
整
評

議
会｣

を
結
成
し
、
政
治
的
、
軍
事
的
共
闘
を

前
面
に
打
ち
出
し
た
。
こ
の
統
一
組
織
の
名
称
に

あ
る
よ
う
に
「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
」
の
志
向
は

一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
も
継
承
さ
れ
て
い
た
。
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
内
戦
状
態
に
陥
り
、
パ
キ
ス
タ

ン
、
イ
ラ
ン
、
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
諸
派
へ
の
関
与
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、「
小

さ
な
冷
戦
」
と
批
判
さ
れ
た
。

　

イ
ラ
ン
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
自
国
の
影
響

力
を
念
頭
に
、
当
初
は
シ
ー
ア
派
勢
力
を
中
心
に

影
響
力
を
持
っ
て
い
た
。
だ
が
一
九
九
〇
年
代
の

内
戦
期
に
入
る
と
、
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
各
派

が
合
従
連
衡
を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
特
に

タ
ー
リ
バ
ー
ン
台
頭
後
は
、
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
大
統

領
率
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
に
接
近
し
た
。
そ
れ

は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
が
一
九
九
五
年
マ
ザ
ー
リ
ー

統
一
党
首
を
殺
害
し
、
一
九
九
七
年
に
は
北
部
の

マ
ザ
ー
リ
シ
ャ
リ
ー
フ
で
イ
ラ
ン
人
外
交
官
ら

一
一
名
を
殺
害
す
る
な
ど
の
事
件
が
発
生
し
、
ス

ン
ナ
派
の
強
硬
派
で
あ
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
対
抗

す
る
ラ
ッ
バ
ー
ニ
ー
派
ら
北
部
同
盟
へ
の
支
援
が

重
要
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
ラ
ッ
バ
ー

ニ
ー
派
は
ペ
ル
シ
ア
語
（
ダ
リ
ー
語
）
を
母
語
と

す
る
タ
ジ
ク
人
が
居
住
す
る
北
東
部
を
拠
点
と
し
、

イ
ラ
ン
と
言
語
文
化
的
に
も
近
い
と
い
わ
れ
た
。

　
「
九・一
一
」
以
降
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
た
。
特
に
パ
キ
ス
タ
ン
側
は
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
同
調
す
る
グ
ル
ー
プ
が｢

対
テ

ロ
戦
争｣

に
協
力
す
る
政
府
を
攻
撃
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
国
軍
は
テ
ロ
組
織
掃
討
作

戦
の
一
環
と
し
て
集
中
的
な
攻
撃
を
行
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
に
よ
り
一
般
市
民
が
国
内
避
難
民
と
し

て
居
住
地
を
離
れ
た
り
、
掃
討
作
戦
に
巻
き
込
ま

れ
て
死
傷
す
る
な
ど
被
害
が
出
て
い
る
。
パ
キ
ス

タ
ン
に
お
け
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
再
活
性
化
の
背

景
に
は
、
部
族
長
が
支
配
し
て
き
た
連
邦
直
轄
部

族
地
域
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
に
、
対
ソ
連
戦
争
時
代
に

設
置
さ
れ
た
マ
ド
ラ
サ
に
多
く
の
部
族
地
域
外
の

ム
ス
リ
ム
が
流
入
し
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
」｢

ジ

ハ
ー
ド｣

等
の
思
想
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
が
影

響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
対
ソ
連
戦
争
時
代

は
西
側
諸
国
の
支
援
も
あ
っ
て
、
ム
ジ
ャ
ー
ヒ

デ
ィ
ー
ン
が
歓
迎
さ
れ
て
い
た
。
部
族
長
ら
は
自

身
の
モ
ス
ク
や
マ
ド
ラ
サ
を
持
ち
、
部
族
の
慣
習

法
と
イ
ス
ラ
ー
ム
の
親
和
性
を
説
い
て
ム
ジ
ャ
ー

ヒ
デ
ィ
ー
ン
を
客
人
と
し
て
歓
待
し
た
。
だ
が
戦

争
後
は
、
彼
ら
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
の
唱
え
る

｢

イ
ス
ラ
ー
ム｣

と
部
族
の
慣
習
に
齟
齬
が
生
ま

れ
、
部
族
長
よ
り
も
若
い
宗
教
指
導
者
が
台
頭
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
慣
習
と
イ
ス
ラ
ー

ム
的
価
値
観
の
相
克
は
い
ず
れ
の
地
域
に
も
見
ら

れ
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
武
装
蜂
起
が
起
こ
り
、

こ
れ
を
国
軍
が
武
力
で
抑
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

一
方
イ
ラ
ン
国
内
で
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
に
影

響
を
受
け
た
と
い
う
グ
ル
ー
プ
の
存
在
は
ほ
と
ん

ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
や
は
り
、
対
ソ

連
戦
争
時
、
あ
る
い
は
戦
争
後
現
在
に
至
る
ま
で
、

ど
れ
だ
け
外
国
人
兵
士
を
受
け
入
れ
た
か
の
違
い

が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
今
後
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

三
〇
年
前
の
新
聞
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
関

す
る
画
質
の
悪
い
写
真
が
紙
面
を
飾
っ
て
い
た
。

だ
が
今
や
世
界
各
地
で
発
生
す
る
事
件
は
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
の
映
像
で
、
世
界
に
人
々
が
同
時
に
共
有

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
安
価
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
発
達
に
よ
り
、
誰
も
が
世
界
に
発
信
で

き
る
時
代
を
迎
え
、
情
報
の
拡
散
と
共
有
、
思
想

や
行
動
の
共
振
を
急
激
に
促
進
さ
せ
て
い
る
。
イ

ラ
ン
の
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
の
影
響
は
今
も
な
お
、

南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
運
動
の
底
流
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
や
ま
ね　

そ
う
／
大
阪
大
学
准
教
授
）

6月15日の抗議デモには
100万人以上が参加した。

（写真提供： アフロ）


